
       913

〔泌尿紀要28巻7号1982年7月〕

右停留睾丸に伴った陰茎前位陰嚢の1例

 大分泌尿器科病院（院長；神崎政裕博士）

     青     輝  昭

     内  田  豊  昭

     村  本  俊  一

     神  崎  政  裕

北里大学医学部泌尿器科（主任：小柴 健教授）

     小  柴     健

PREPENILE SCROTUM ASSOCIATED WITH UNILATERAL
   UNDESCENDENT TESTICLE i A CASE REPORT

Teruaki Ao， Toyoaki UcHiDA， Shunichi MuRAMoTo and Masahiro KANzAKi

               O醸α研。～09ンHg珈彦α♂

                 Ken KosHiBA

     From the 1）ePartmenlげUrologrv，1（itasato〔fniver吻’School qズMedicine

  A case of prepeniLe scrotum associated with right undescendent testicle， seen in a 10－year－old

Japanese male child， is reported． The surgical correction was successfully made by a technique de－

scribed by Glenn and Anderson． This patient is the 16th reported case of prepeni］e scrotum so far

appearing in the Japanese literature，

       緒     言

 陰嚢が，陰茎の前方に位置する陰茎君位陰嚢は，き

わめてまれな外性器の奇形であるが，最近，われわれ

は，本症の不完全型と考えられる1例を経験したの

で，若干の文献的考察を加えて報告する．

        症     例

 患者：K．N．，10歳7ヵ月，男子．

 初診：1981年7月14日

 主訴：左陰嚢不快感

 現病歴：1981年6月頃より，左陰嚢不快感があり，

養護施設の保父に連れられて，1981年7月14日，当院

受診となる．

 家族歴：父親が精神病の診断で精神科の入院歴あ

り．現在，父母と離別，8歳の弟と養護施設で生活し

ている．

 既往歴：患者の妊娠中における母親の黄体ホルモン

などの内服については：不明．

 入院時身体所見：身長130cm，体重24 kg．頭部，

胸部に異常認めず．また，肝，腎は触知せず．外性器

所見としては，陰嚢は2出し，陰茎より中等度前位に

認めた．右陰嚢内には，睾丸，副睾丸は，触知せず，

右外ソ憾言に腫瘤を触知した．左陰嚢内には，睾丸・

副睾丸を触知できるも，軽度の不快感を認めた。尿道

下裂，包茎は認めなかった（Fig．1）、

 入院時検査成績二検血一般：赤血球405×104／mm3

白血球6，300fmm3，血色素12．4 g／dl，ヘマトクリッ

ト41％，出血時間：4分30秒．血液化学：総蛋臼7．3

9fdl，尿素窒素12mg／dl，クレアチニン。．7 mg／dl，

GOT 14U， GOT l2 U．尿一般：黄色，清， pH 5，

蛋臼（一），糖（一），ウロビリノーゲン（±），沈渣：白

血球0～1／HPF，赤血球0～1／HPF，染色体検査：46，

XY， KUB， IVP，胸部X－P， ECGなど，とくに異常

所見は認めなかった．

 手術所見：1981年8月9日，全麻下に，陰茎前景陰



914 泌尿紀要 28巻 7号 1982年

Fig． 1 Preoperative appearance

    （Under general anesthesia）

Fig． 2 Postoperative appearance （1 M）

嚢および右停留睾丸に対する外陰部形成術および右睾

丸固定術をおこなった．まず，右睾丸固定術（Sub－

dartos法）をおこない，つぎに，陰嚢上縁に横切開を

加え，さらにこれを延長し，陰茎根部に環状切開を加

え，皮下組織を剥離して，陰嚢皮膚弁を作り，これを

陰茎腹側面にもってきて互いに縫合するGlenn and

AndersonDの術式に準じて，外陰部形成術を施行し

た （Fig．2）．

考 察

 陰茎前位陰嚢は，陰嚢が陰茎の前方に位置し，した

がって，陰茎は，陰嚢と肛門との間に存在する外性器

奇形である．本症は，不完全型と完全型の2型に分類

され，陰茎に対する陰嚢の位置異常が比較的軽度で，

かつ，さまざまの合併奇形を伴うものを不完全型と

している1）．また，陰嚢が完全に分離し，その一側ま

たは両側が正常位置にない場合を，異常性陰嚢（分離

症）2）と呼んでおり，陰茎前位陰嚢および陰嚢分裂症

とは区別している3）．陰茎の陰嚢に対する位置が，ど

の程度のものまでを本症と定義するのかは，きわめて

困難な問題ではあるが，われわれは，前述の記載か

ら，自験例は，陰茎前位陰嚢不完全型と診断した．

 陰茎前位陰嚢は，外性器奇形のうちでもきわめて稀

なものであり，本邦では，井上4）が，初めて本症につ

いて記載をおこなっているが，症例の報告は，いまだ

きわめて少ない．われわれが，調べえた範囲では，永

田ら5）が，1966年に本邦初例の報告をしてから，自験

例は本邦第16回目に相当する（Table l）・

 本症の発生機序に関しては，いまだ定説はないが，

金重ら6）や赤坂ら7）は，生殖丘の正常発育に比して，

性器結節と尿生殖洞の欠損により陰茎は，尾側へ移動

し，生殖丘が前方発育したものであろうとのFrancis

およびForshall and Rickhamの記載を引用してい

る．

 本症は，しばしばさまざまの合併奇形を伴う．井

上4）は，その記載のなかに，下部腸管の異常，骨格の

異常，上部尿路の奇形，尿道欠損などをあげている

が，本邦報告例では．Table 1に表示したような多種

多彩な合併奇形が報告されている．自験例では，右停

留睾丸と二分陰嚢の合併がみられた．

 本症の治療は，もっぱら外科的成形によるが，それ

には下記のような療法がある，

 Cambel18）の方法は，陰嚢正中切開を加え陰嚢を完

全に二分し，陰茎を陰嚢の前面にもってきて陰嚢を縫

合する．Glenn and Anderson1）の方法は，陰嚢上縁

に横切開を加え，さらにこれを延長して，陰茎根部に



青・ほか＝陰茎前位陰嚢 915

Table 1陰茎前位陰嚢本邦報告例

症例 報 告．者 年 度 年 齢 主 訴 合  併  症

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

   5？
 水田 b
   11＞
 嶋田ら
   砂
 黒田う
   13）
 加藤
   14）
 久保ら
   15）
 佐々木ら
   ゆ
 林  b
   17）
 嶺井
神田1 ]
   19）

K，Sakamote
   6）
 金重ら
   6）
 金重ら
   20）
 妹尾
   7）
 赤坂ら
   21）
 門脇ら
    ）
 自験例

1966

1967

1967

1968

1969

1970

1973

1974

1978

1978

19フ9

1979

1980

1980

1980

1981

 17

 2

新生児

 7
 16

10ケ月

新生児

 12

新生児

 7

 3

 5
 22

 3

 2
 10

外性器異常

  tl

一／

一／

／／

／／

ク

1一

一1

一1

一x

1／

〃勃起時
 陰茎痛
11

  ！1

左陰嚢不快感

尿道下目、鎖肛

尿道下関

口蓋裂

V．U．R．

尿道下裂

口蓋裂、鎖肛、尿道直腸痩

小頭症、尿道下裂

46××／46X Ymosalcl＄m
尿道下裂

鎖肛、三指症

先天性眼胃下垂、尿道下裂

鎖肛

鎖肛、2分陰嚢

右停留睾丸、2分陰嚢

環状切開を加え，陰茎を陰嚢の前面にもってきて陰嚢

を縫合する．Macllvoy and Harissg）の方法は，陰茎

根部に環状切開を置き，さらに陰嚢正中部を貫通する

tunnelを形成し，そのtu・meiを通して陰茎を引き

出し，陰嚢の前方に突出させて固定する．Dota et ali。）

の方法は，恥骨丘付近で皮膚切除をおこない，陰茎提靱

帯を露出し，陰茎根部をその靱帯上方へ固定する．以

上が，これまでに報告された本症に対するおもな外陰

部形成術である。自験例では，Glenn and Anderson1）

の術式に準じて外陰部形成術を施行した．まに，右停

留睾丸を合併していたため，右睾丸固定術（subdar－

tos法）も併わせておこなった．

結 語

 10歳7ヵ月の男子にみられた，右停留睾丸を伴った

陰茎前位陰嚢の1治験例を報告した．本症例は，われ

われが調べえた範囲では本邦16例目のものである．
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